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研究背景と目的 

調査対象 

●研修環境について 

結論 

指定管理者制度を導入した
ほうが専門的なスタッフが確
保できる3) 

本当のことを言っ
て解雇されたらど
うしよう… 

• 司書資格有り 

• 図書館員経験5年 

• 自治体直営の非正
規職員→3年目から
指定管理者制度 

• 司書資格有り 

• 図書館員経験2年 

• 別業種を退職し指定
管理者制度導入後に
就職 

地方公共団体 

経費削減により労働条
件に安定を欠く1) 

日本図書館協会 

図書館組織を引き継ぐ
力量は民間のノウハウ
にはない2) 

正規職員 

指定管理勤務非正規職員 

背景｜立場の違いによって異なる主張が展開される 

本研究の対象 

ラポール
の形成 

専門的な人材の育成に取り組ん
でいる4) 

図書館職員の労働条件に関する
問題意識も高い5) 

指定管理者 

インタビュー結果 
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●待遇とやりがいについて 

・研修環境は大幅に改善される 
・能力を高められる環境がモチベーションの向上へ 

先行研究 

• 平山[2011]6), 7) ｜職員の意識には触れられていない 

• 山口ら[2007]8)  ｜指定管理者制度や実務内容には触れられず 

• 兵庫県播磨町の事例[2007]9)｜ 

  肯定的な評価を得ているが、雇用関係などの利害関係から 

  離れた見解であるかは必ずしも明らかでない 

 

 

 

 

負担は増えたけどやりがいがある 

指定管理者制度の方が良かった 

同じ非正規職員という立場の下であれば 

自治体直営より指定管理者制度導入館の雇用を希望 

  ― 作業の量や質の面ではむしろ負担は増加している 

   ― 自己研鑚の機会増加や裁量拡大の魅力が大きい 

 

本研究では利害関係を離れて指定管理者制度の 
実態を職員の意識の面から明らかにする 
 

・図書館サービス提供の自由度が高まる 
・自発的な提案が受け入れられるようになる 

・両者共にやりがいは強く感じている 
・一方期待する対価を得るには至っていない 

 A| 自由度が広がった。 
     図書館だよりを出したいと提案していたんですけど、昔は駄目だった。 
     指定管理になってから出せるようになった。 

 B| 8時間にしてほしいって1年前から言ってるけど、予算の兼ね合いで 
     してもらえない。今の勤務時間だときついんですよ。 

 A| 給料が少し安くっても今の立場は大好き。その代わり大変。 

 B| やりがいはすごくある、後は給料ちょっとでもあがったら…。 

地方公共団体直営 指定管理者 

• 範囲を拡大した追加調査 

• 労働環境の問題構造の分析／検討 
  －やりがいは増しても待遇は変わらず 

  －作業量は増大：客観的な労働環境は悪化 

• 地方公共団体／指定管理受託者の置かれた状況の分析 
  －図書館以外の非正規雇用に関する議論との比較*1 

  －単純な指定管理批判に陥らない検討へ 

• インタビュー時間｜1時間30分 
• 実施日時｜2012年2月17日 
• インタビュー側の人数｜2名で実施 

今後の課題 

調査方法｜調査対象は「インタビュー結果」参照 

 A| 直営の非常勤は正社員の補佐であって、主体性はないから研修は 
     必要ないと思われていた。 
     指定管理は非正規職員が主体なので、研修にも参加でき、 
     オンライン研修も受講できる 

脚注 

積極的な
発言 

*1例えば非正規雇用と正規雇用間の格差に関しては山田[2004]10)、「やりがい」によって 

    起こる働き過ぎについては本田[2007] 等の議論が挙げられる11)。 

運営形態やサービス内容だけでなく 

非正規職員の環境に着目して指定管理者制度の
導入／非導入を考慮する必要がある 

A B 


